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としては diffuseastrocytoma (柄拘 GradeII) 6例、 anaplasticastrocytoma (叩oGrade III) 1 4例、
glioblastoma (限10Grade IV) 3 1例の手術検体を用いて、定量的 RT-PCR法、 Westernblot法、免疫組織化
学法により腫湯組織中の podocalyxinmRNA/タンパク質の発現量(および免疫組織化学法の場合は組織内分
布)の解析を行った。
まず免疫組織化学法による検討を行ったところ、 diffusegliomaでは腫疹細胞における podocalyxinの発
現は認められなかったのに対して、 anaplasticastrocytomaでは14症例中6例(42回日目)、 glioblastomaで
は31症例中 17例(54.8覧)で発現が見られた。また、 podocalyxin陽性騒湯細胞は増殖が活発な内皮細胞
周囲に分布する傾向が認められた。 Westernblot法ならびに定量的 RT-PCR法による発現解析の結果も免疫
組織化学法により得られた解析結果と一致するものであり、腫療の感性度が高くなるとともに podocalyxin
タンパタ質ないし耐NAの発現量の増加が認められた。
以上の結果に基づき早津氏はpodocalyxinの発現が星細胞系腫蕩の悪性度に相関して増加していると結論
し、また今回得られた知見から podcalyxinが昼細胞系腫療の悪性化に関与している可能性ならびに診断マ
ーカーとしての有用性を示唆している。
このように本学位論文の研究成果は初めて神経謬腫における podocalyxinの発現様態を明らかにしたもの
であり、本審査会は学位論文に値するものと結論した。
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